
神戸市から港島自治連合関連団体への不明瞭な補助金問題の追及するための

住民訴訟にご協力をお願いします！！

市民に与えられた行政の不正を追及するために残されたたった一つの方法
それが住民訴訟です。

このまま、その実態を明らかにしなければ、神戸市行政の不正が
闇に葬られてしまいます。
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神戸市の見解は、一部に事務処理ミスを認めるも、基本的に「問題なし」

追及を続けるには

住民訴訟
しかありません。

・地域と公立学校の音楽祭を、ポートピアホテルで、約170万円で超豪華に開催。
  その上、神戸市がホテルへ直接費用を支払い。
・神戸マラソンと同時開催の港島ミニマラソン。神戸マラソンの運営の多くは
  ボランティア。一方の港島には、警備・弁当代・運営費等で約700万円を支出。
など、不正に公金が使われているにも関わらず、



　市民オンブズマン兵庫
年会費（￥3,000 －）・協賛金（カンパ）ご支援のお願い

　　　郵便振替　口座番号：01170-7-90948
　　　　　　　　口座名称：市民オンブズマン兵庫

神戸市と港島自治連合関連団体との不正を追及し続ける

市民オンブズマン兵庫に

ご入会と、カンパによるご支援を何卒お願いいたします。

港島問題の裁判に必要な費用：約 50万円
　　　　弁護士費用：40万円　・　申請印紙代：約 10万円
裁判にはその他に経費もかかり、また、他に以下の裁判もかかえています。
　・兵庫県議会政務活動費問題の裁判。1審で勝訴するも控訴され控訴審。
　・消防救急用デジタル無線談合問題の裁判を計画中。
そのほか、神戸市や兵庫県には、不正や無駄使いの問題が山積しており、
それらの調査、情報公開請求や住民監査請求などを常時行っています。

市民の皆様方の会費とカンパだけが収入源
　20年以上活動を続け、数々の問題に切り込み、これまでにも多額の税金
を市民の手に取り戻してきました。一切のしがらみのない状態を保つため、
市民の皆様からの会費とカンパを唯一の収入源として活動し続けています。
結果、毎年赤字が続き、現在資金枯渇により、活動を停止せざる得ない
（裁判を断念せざるを得ない）状況にまで、追い詰められています。

皆様のご支援のほど、よろしくお願いいたします。
市民オンブズマン兵庫　〒650-0027 兵庫県神戸市 中央区中町通 3-1-8-408
電話＆FAX： 078-361-3618　　Mail： info@ombudsmanhygo.org
毎週第４土曜日 13:30 ～定例会を開催しています。ぜひ一度ご参加ください。
詳しくはホームページ http://ombudsmanhyogo.org の案内をご覧ください。


